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登録した情報の作表処理を設定しよう！

登録した顧客情報をリストで見たい時はどうずればいいんだろう。

自由検索ツールで出力すればいいのかな。

自由検索ツールなら高度な出力処理が可能ですが、顧客情報の入力項目を

単純に一覧表示して、登録した情報を確認する場合は、作表処理で対応できます。

実際に設定してみよう！
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作表処理では、入力画面の項目の入力順に沿って、登録した情報をリスト表示

することができます。またリスト表示の際に、検索条件を指定して出力の対象を

絞ることができます。

一方、自由検索ツールでは出力する項目の指定や、集計・グラフ表示などの

高度な処理が可能です。自由検索ツールの詳細はこちらをご覧ください。

作表処理の開始：［画面レイアウト編集］画面
＊ 例として、マスタータイプの入力画面で登録した顧客情報を、作表処理でリスト表示する手順を説明します。
＊ はじめに、［画面設定］の画面を開いてください。

［条件設定表示］をクリック

＊ ［画面設定］画面が開きます。

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/howto01.html#intro
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リスト出力の設定：［画面設定］画面－［条件設定］

作表処理のシステム生成：［生成対象選択］画面
＊STEP2の完了後に、QuickCreatorの［ファイル－閉じる］メニューからシステム生成を実行してください。

システム生成の対象として、［作表］処理を選択します。
＊システム生成後に、顧客情報のリストを出力する作表処理のメニューを作成してください。

①リスト出力の対象を絞る条件項目を追加

＊最大9項目まで追加できます。

＊以下の項目は追加できません。

－ HTML・添付タイプ・参照項目・計算項目

－ 履歴タイプ・伝票タイプの画面の明細項目

－ 履歴タイプ・伝票タイプの画面の集計先項目

②リスト出力時の並び替えの基準となる項目を追加

＊最大3項目まで追加できます。

＊履歴タイプ・伝票タイプの画面では、キー項目

以外の項目を追加できます。

＊履歴タイプ・伝票タイプの画面の明細項目は

追加できません。

①作表処理の［生成］をチェック

②［実行］をクリックしてシステム生成を開始
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顧客情報のリスト出力を行う画面：Webポータル用メニューの場合
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https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/QuickCreatorの情報はこちら→

＊顧客情報のリスト出力を実行します。
＊ここではWebポータル用のメニューを例に説明します。

①メニュー生成で用意した顧客情報をリスト出力するメニューをクリック

＊リスト出力を行う画面が起動します。

顧客情報のリスト出力の結果： PDF出力および画面出力

②リスト出力の対象を

絞り込む条件を入力可能

③［PDF出力］あるいは［画面出力］をクリック

＊リストはPDF出力と画面出力が可能です。

PDF出力の結果イメージ

画面出力の結果イメージ

https://www.kk-osk.co.jp/promotion/qc/

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

